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々への感謝

2022年08月10日更新　新原稿

　当社の一押し商品は、『お薬束（おやくそく）』で
す。
名前の由来は、薬を束ねて使える簡便性と、“薬を飲
む事を忘れないでほしい”思いで、名付けました。

特徴は
①薬包を切らずに充填できる
②使うときに、“引っぱって切るだけ”
③箱型で収納にも便利
　現在は、ハサミを使って、片麻痺の方にも自助具としてお使いいただいています。こちらの特
許もINPITの方々にご協力いただきました。
　薬を飲む煩わしさ、受け身的・義務的に服用する不自由さ、生活になじまず習慣性がつけられ
ない。など、様々なお困りごとに解決できればと願っています。コロナ禍、定期薬の継続は重要
です。飲み続けられる意思と習慣化にお役立てれば幸いです。
・特許第6876212号／商標登録第6266717号



窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 

 「対物か

社の強みは

患者さんの

り、患者さ

ながら医療

は誕生しま

方、その実

在化するこ

 当社は、

医療貢献を

ばれる薬局

ありたいと

 地域貢献

による健康

ンジする企

当社の一

てお薬束に

ざわざ設置

場所、飲む

自発行動と

どんな時に

自尊心も芽

飲む意識（

能となりま

援事例 

社サンポ

滋

ジ URL h

2

3

から対人へ」

は、15 年間

の本音に寄り

さんとの会話

療貢献を推進

ました。患者

実態」につい

ことができま

保険調剤薬

をすべく開業

局を目指して

と日々研鑽し

献をすべく薬

康増進と医療

企業です。 

一押し商品は

に入れ一日分

置し直す手間

む場所を決め

と変わります

に飲んでいる

芽生えます。

（アドヒアラ

ます。薬を飲

【INPIT

ポーウェル

滋賀県野洲市

http://りぼ

2017 年 

3 人 

薬局のあり方

の製薬メーカ

り添い、多数の

を重視し、患

進できること

者への一方的

てヒヤリング

ました。 

薬局事業とし

業しました。

て』をスロー

しております

薬局事業を営

療費拡大阻止

は、『お薬束』

分を引き出す

間が省け、ミ

められます。場

す。更にこの

るのですか？

薬剤師にと

ランス）の向上

飲む事を自分

T 滋賀県

ルズ 

市 

ぼん薬局.com

方を変えるこ

カーでの営業

のかかりつけ

患者さんの背

とです。その延

的な服薬指導

グを重ねるこ

して２０１７

当社は『か

ーガンに、患者

す。

営みながら、患

止のため、残

』です。一包

す商品です。こ

スも防げます

場所を自分で

の行動を薬剤

？」と聞けば

とっては有効

上から残薬も

分で決めるま

県知財総

m/ 

業 種

資本金

企業概要

ことが求めら

業・戦略企画

けを任されて

背景となるラ

延長線で今回

の押しつけで

ことで、真の

年に創業し、

かりつけよ

者さんの真の

患者さんのア

薬削減・医薬

包化された薬

これならば、

す。また、お

で決めれば自

師が「どんな

ば、「自分は○

的な服薬指導

も減少し、医

さに、お薬束

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 医療・

金 100 万

 

られているな

画の経験を活

ている事です

ライフワーク

回の新商品「お

でなく、「薬

の課題とニー

、地元住民の

り、行きつけ

の声を聞ける

アドヒアラン

薬品ロスにも

薬包を切らず

、一日分を切

お薬束は自分

自然と意志が

なところに置

○○している

導へと誘える

医療費拡大阻

束です。 

み 

品 

援窓口】 

福祉 

万円 

なか、当

活かし、

す。つま

クを鑑み

お薬束」

薬の飲み

ーズを顕

の健康と

けに。選

る薬局で

ンス向上

もチャレ

ずに束ね

切ってわ

分で置く

が生まれ

置いて、

る。」と、

る結果、

阻止も可

２０１９年年度版 

 

 持参され

アドバイス

要望に応じ

 その後、

けて特許出

県工業技術

援機関との

による試作

ての専門家

えられたた

（中小企業

の支援も行

 当初の相

業展開を進

てもらえる

知財総合支

 薬局に来

を図りたい

くことにな

 開発のき

に赴き思い

録登録を経

たモノが商

が広く患者

の意を表せ

れた「薬箱」

スや、発明ポ

じて、特許出

先行技術調

出願に至りま

術総合センタ

の連携支援を

作品作成への

家（弁護士）

ため、二回目

業診断士）の

行いました。

相談から上市

進められまし

るように、幅

支援窓口活

来られる方々

いので、助言

なりました。

を

で

上

きっかけは、

いを伝えて以

経て商品化に

商品化できた

者さんに使用

せることと思

の開発試作

ポイントの整

出願に向けて

調査支援から

ました。製品

ター（公設試

を行うととも

の助言を行い

の支援を行

目の特許出願

の支援も行い

 

市まで約 1 年

した。薬箱の

幅広く事業展

窓

活用の概要

々の服薬自体

言が欲しいと

 

窓口担当

薬局に来ら

を真摯に受け

で保護される

上市されまし

廉価なグッ

以来、おかげ

に至りました

たのは知財総

用され貢献す

思い、日々精

窓口

作品を見なが

整理などの支

て支援するこ

ら出願作成支

品化に向けて

試）、滋賀県産

もに、補助金

いました。商

行い、紙製タ

願の支援をし

い、製品の最

年ですが、知

の「お薬束」

展開を考えなが

その

窓口を活用

（記：窓口

体が便利にな

と相談に来ら

当者から一

られる方々と

けとめられ、

る努力や、上市

したが、今後

企業か

ッズを集めて

げさまで様々

た。薬局業務

総合支援窓口

することが、

精進いたしま

最初

活用のきっ

がら、開発の

支援を行いま

とになりま

支援を行い、

てのモノづく

産業プラザ、

制度の紹介、

商品化の検討

タイプとプラ

しました。そ

最終形状が固

知財保護への

を使用され

がら、それに

の後の相談

用して変わ

口担当者） 

なる服薬用の

られたのがき

言 （氏名

のコミュニ

それに対す

市に向けた商

も経営課題に

からのメッ

て作った「工

々な専門家に

務専門の当社

口という存在

知財総合支

ます。 

初の相談概

っかけ 

の動機や思い

ました。また

した。 

最終的には

り支援とし

滋賀県知的

、金型による

討に当たって

スチック製

その間に、事

まった段階

の理解をして

る方々だけ

に応じた事業

概要 

ったところ

の薬包を収容

きっかけです

名：吉井 

ケーション

る解決策を

商品づくりに

に即した知財

セージ 

工作」でした

に教示を受け

社でも、患者

在がなければ

支援窓口をは

概要 

を伺い、先行

、自力で特許

専門家（弁理

て、滋賀県よ

的所有権セン

る製品作成検

は、他社との

タイプの新規

業展開や事業

で、意匠登録

頂き、知財

でなく、同業

業戦略を計画

ろ 

する「薬箱」

。その後、

映滋） 

を大事にされ

発案されて、

に向けた推進

財支援を行い

。それを持

特許申請、意

さんの役に立

ば実現しません

じめお世話

行技術調査の

許出願をした

理士）による

よろず支援拠

ター等との中

検討、３D プ

の秘密保持契

規な形態の改

業進捗に向け

録出願・商標

をベースに

業者の薬局に

画・推進され

」について、

当窓口をご利

れ、そのお客

、そのアイデ

進力には敬服

いたいと考え

って知財総合

意匠登録出願

立ちたい思い

んでした。こ

になった方々

のやり方の

たいとのご

る助言も受

拠点、滋賀

中小企業支

プリンター

契約に関し

改良品を考

けた専門家

標登録出願

しながら事

にも活用し

れています。

、知財保護

利用いただ

客さんの声

デアを知財

服致します。

えます。 

合支援窓口

願、商標登

いで発案し

このお薬束

々への感謝

2020年3月18日掲載　旧原稿




